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来たる車技術の発達した時代に向けて、今ある住宅の形を見つめ直した時、淘汰されるであろうカーポートの空間は
リアルな場に成りうると考えた。そこで、将来変わりゆくであろうカーポートの空間を、駐車だけではなく、
様々なアクティビティの生まれる場として循環していく” まち” を提案する。
街区に開いたカーポートで行われる活動によって、人々がつながり、コミュニティが広がっていく。
本来、駐車されるだけの空間が、時に合わせ” 交換” され、まちは” 歓楽街” となっていく。

公園 -① 車道 -②

フットパス -③

街区で１つ共有物を持つのではなく、街区外のサービスの介
入によるつながりと、隣接するカーポートを介したコミュニ
ティといった、ネットワーク状の共有圏をコアと考える。

カーポートを駐車のためだけではなく、外部
サービスやインフラの介入を通して、交流を
育む空間とする。短期〈車が不在となる日中〉、

長期〈将来的な車庫の不必要時〉的な循環を
想定し、数十年先の風景へつながる提案とす
る。

車社会の愛知県緑区の人口は、日中は
区外へ流出しているため、日中はカー
ポートは使われていないであろう。

しかし女性労働従事者数は全国平均よ
り低く、日中の子育て世代の過ごし方
がまちの豊かさに影響する。

自動運転技術の向上や、カーシェアの普及により、駐車空間の必要性
は低下していくだろう。カーポートが車庫という単一の機能だけでは
なく、様々な機能が入り込むプラットホームに成り得ると考える。

アプリを用い、街区内の住戸とまちの施設間で要望、連絡を共有する。施設側はカーポー
トでサービスを提供し、公園で車などの充電、住民への広告効果を享受する循環をつくる。

街区内に回遊性を持たせつつ、十分な住戸数を
確保できるような車道を通す。

勝手口をつなぐことで、公園にアクセスのよい
抜け道をつくる。空車が補完され、通りの表情がつくられる たまり場となり、鉄塔のある公園
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使わなくなった駐車場の空間を
共用して、趣味を楽しむ

20~30 年後の風景1~5 年後の風景
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隣の住戸と一体利用されるカーポート

まちのインフラが
常設される

お互いに敷地を提供し、
歩道をつくる

移動販売など、短期的な
機能の補完が行われる
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鉄塔を遠景として用い、軒下・パーゴラ・集会
所を配置する。また、周辺街区を巻き込んだ防
災公園とする。災害対応車の駐車スペースを公
園内に確保することで、公園と災害拠点の二面
性を確保する。

抜け道となる
フットパス

領域を区切る
パーゴラ

カーポートが
街並みをつくる

棚板を入れることができ、
様々な使い方がされる。

柱の間隔によって通過の
制限やブラインドとして
の役割を果たす。

１住戸に２つのカーポート
が雁行配置されることで、
多様な空間が生まれる。

用途に合わせて、床の
パネルを変更できる。

壁面、床パネル、屋根に
よって構成される。
床パネル

２つのカーポート ルーバーの透過性

ルーバー棚

隣接する住戸のカーポートと一体的な利用が行われる。

壁面は住民たちによって
多様に使いこなされる。

交歓する車景交歓する車景

01. 車の所有が変化していく未来

03. 時に応じて変容するカーポート空間 04. ネットワーク的につながるコア

05-1. 住民と地域をつなぐシステム
05. カーポートで育む街の仕組み

05-2. 回遊性のある街区

02. 車社会での過ごし方、在り方

05-3. 多様性のあるカーポート

女性年齢別労働力率区別昼夜間人口比率技術の向上・シェア志向 カーポートの必要性

敷地を越えたつながり カーポートを介したつながり短期・長期的な変化のサイクル循環するカーポート空間の利用


